
3

だ
よ
り
」
等
に
て
市
民
へ
の
周
知

を
図
っ
て
い
く
。

○
彩
北
広
域
清
掃
組
合
の
こ
れ
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
、
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変

更
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
原
案
可
決
）

新
た
な
広
域
化
に
よ
り
、
し
尿

を
除
く
一
般
廃
棄
物
の
長
期
的
な

安
定
処
理
、
効
率
化
及
び
財
政
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
彩
北
広
域
清
掃
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
に
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
北
本
市
を
加
え
、

共
同
処
理
す
る
事
務
を
変
更
し
、

及
び
彩
北
広
域
清
掃
組
合
規
約
を

変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
関
係

市
で
あ
る
鴻
巣
市
及
び
北
本
市
と

協
議
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
得
る
も
の
で
あ
る
。

主
な
変
更
内
容
と
し
て
は
、
一

部
事
務
組
合
の
名
称
を
「
彩
北
広

域
清
掃
組
合
」
か
ら
「
鴻
巣
行
田

北
本
環
境
資
源
組
合
」
に
、
組
合

の
構
成
市
と
し
て
、
北
本
市
を
加

え
た
「
鴻
巣
市
、
行
田
市
及
び
北

本
市
の
３
市
を
も
っ
て
組
織
す

る
。」
に
、
共
同
処
理
す
る
事
務

と
し
て
、
現
施
設
の
運
営
管
理
に

係
る
事
務
及
び
新
た
な
ご
み
処
理

広
域
化
に
係
る
事
務
と
す
る
こ
と
、

組
合
の
議
会
の
議
員
定
数
10
人
を

14
人
と
し
、
現
在
の
選
出
区
分
で

あ
る
「
行
田
市
７
人
、
鴻
巣
市
３

人
」
か
ら
「
鴻
巣
市
５
人
、
行
田

市
５
人
、
北
本
市
４
人
」
と
す
る
。

ま
た
、
特
別
議
決
に
関
す
る
規

定
を
新
た
に
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

質
疑

こ
れ
ま
で
の
本
市
の
組
合

議
員
定
数
は
、
ど
の
よ
う
に
担
保

さ
れ
る
の
か
。

答

今
回
の
３
市
に
よ
る
新
た
な

広
域
化
で
は
、
基
本
を
３
市
平
等

で
あ
る
と
考
え
、
各
市
そ
れ
ぞ
れ

４
人
と
し
、
こ
れ
に
現
施
設
の
あ

る
本
市
、
新
施
設
建
設
予
定
地
の

鴻
巣
市
に
そ
れ
ぞ
れ
１
人
を
加
え
、

本
市
５
人
、
鴻
巣
市
５
人
、
北
本

市
４
人
の
合
計
定
数
14
人
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
疑

長
期
的
に
計
画
さ
れ
る
事

業
と
現
在
の
事
業
の
区
分
に
つ
い

て
。

答

長
期
的
に
計
画
さ
れ
る
事
業

は
、
新
た
な
ご
み
処
理
広
域
化
に

係
る
も
の
、
ま
た
、
現
在
の
彩
北

広
域
清
掃
組
合
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
施
設
の
管
理
運
営
に
係
る

も
の
と
し
て
区
分
し
、
期
間
は
、

し
尿
を
除
く
一
般
廃
棄
物
の
処
理

施
設
の
建
設
及
び
こ
れ
に
附
帯
す

る
事
務
が
完
了
す
る
ま
で
で
あ
る
。

質
疑

事
務
を
共
同
処
理
す
る
理

由
に
つ
い
て
。

答

ご
み
処
理
の
広
域
化
に
つ
い

て
は
、
鴻
巣
行
田
北
本
環
境
資
源

組
合
を
事
業
主
体
と
し
、
平
成
26

年
４
月
か
ら
新
処
理
施
設
の
建
設

に
係
る
各
種
計
画
の
策
定
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

新
組
合
で
共
同
処
理
す
る
事
務

は
、
現
施
設
の
運
営
管
理
に
係
る

可
燃
物
焼
却
施
設
及
び
最
終
処
分

場
の
事
務
を
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
ご
み
処
理
広
域
化
に
係

る
計
画
の
策
定
及
び
調
整
並
び
に

当
該
計
画
に
基
づ
く
し
尿
処
理
施

設
を
除
く
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

の
建
設
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
事

務
を
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
る
。

質
疑

特
別
議
決
と
は
。

答

現
施
設
の
運
営
管
理
に
係
る

可
燃
物
焼
却
施
設
及
び
最
終
処
分

場
の
運
営
管
理
に
係
る
事
務
に
関

す
る
も
の
に
つ
い
て
、
本
市
と
鴻

巣
市
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

本
市
５
人
、
鴻
巣
市
５
人
の
組
合

議
員
の
出
席
者
の
過
半
数
の
賛
成

を
含
む
、
総
数
の
出
席
者
の
過
半

数
で
こ
れ
を
決
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
平
成
25
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
原
案
可
決
）

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る

各
種
施
策
を
効
率
的
に
推
進
す
る

た
め
の
所
要
経
費
を
補
正
措
置
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
の
交
付
限
度
額
が
提
示
さ

れ
た
た
め
、
財
源
振
替
等
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
１
億
８
８
３
５
万
５
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
５
４
億

７
０
６
０
万
４
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
、
総

務
費
で
は
第
４
種
踏
切
で
あ
る
東

行
田
第
１
踏
切
の
踏
切
保
安
設
備

整
備
に
か
か
る
工
事
費
負
担
金
。

民
生
費
で
は
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・

中
等
度
の
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入

費
補
助
金
や
、
生
活
保
護
費
の
各

種
扶
助
費
の
追
加
措
置
。

農
業
費
で
は
就
農
前
後
の
青
年

新
規
就
農
者
へ
の
給
付
金
支
援
事

業
費
。

商
工
費
で
は
観
光
向
け
の
安
心

安
全
観
光
情
報
誌
の
制
作
委
託
料
。

土
木
費
で
は
市
内
４
箇
所
の
公

園
で
、
公
園
利
用
者
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
劣
化
し
た
防
護
柵

の
修
繕
料
。

教
育
費
で
は
教
育
文
化
セ
ン
タ

ー
空
調
設
備
の
修
繕
や
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
自
家
用
電
気
工
作

物
の
修
繕
料
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
繰
越
明
許
費
補
正
で
は

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
電

子
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
な
ど
３
事

業
に
つ
い
て
繰
越
す
る
も
の
で
あ

る
。な

お
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正

で
は
、
新
年
度
当
初
か
ら
業
務
に

着
手
す
る
必
要
が
あ
る
清
掃
業
務

委
託
や
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
委
託
な
ど
７
事
業
の
債
務
負
担

行
為
を
設
定
す
る
も
の
で
、
今
年

度
中
に
契
約
事
務
手
続
き
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
業
務
の
円
滑
な
遂

行
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
疑

軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児

の
補
聴
器
の
補
助
に
関
し
、
な
ぜ

も
っ
と
早
く
実
施
で
き
な
か
っ
た

補正予算

ごみの搬入（小針焼却場）

補
正
総
額

1
億
8
8
3
5
万
円
余
り

一
部
事
務
組
合


